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ネットの情報だけじゃ
調査の根拠に乏しい

誰が書いたのか分からない

いつの情報？最新の情報？

本は重くて探しづらい

何から探せばいいのか
分からない･･･

ネットは広告がたくさん

信じていいの？

１インターネットで調べる情報と図書館資料で調べる情報の違い



インターネット：「世界中のコンピュータなどの情報機器を接続するネットワーク
です。1990年ごろから、世界的に広く使われ始め、近年はその

利活用が目覚しく進展してきました。現在では、私たちの生活

や仕事などのさまざまな場面で使われる、不可欠な社会基盤

（インフラ）となっています。」

《総務省 安心してインターネットを使うために国民のための情報セキュリティサイト》
「インターネットって何？」
（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/basic/service/01.html
2018/10/23 最終確認）

パソコン、スマートフォン、タブレット端末等の普及により、
より生活に身近な（必要な）ツールとなってきました。

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/basic/service/01.html


１インターネットで調べる情報と図書館資料で調べる情報の違い
① 情報の速報性
・インターネット

・図書

・・・豊富な発信ツール、印刷の手間無し、手軽に次々と発信

・・・編集・校正作業等で出版までに時間がかかる

② 情報の正確性

・インターネット

・図書

・・・誰でも、個人で、すぐに情報を発信することができる

・・・著作者や出版社による多くの確認作業を経て出版される

③ 情報の蓄積性

・インターネット

・図書

・・・情報が突然削除されてしまう可能性がある

・・・内容が改訂されても古い版から古い情報を確認できる



１インターネットで調べる情報と図書館資料で調べる情報の違い

・インターネット

・情報の信頼性が高い

・図書

それぞれのメリット・デメリット

・最新の情報をリアルタイムで追うことができる

・誤った情報や嘘の情報が紛れている可能性 → 発信者の確認が必須

・情報が出てから出版されるまでのタイムラグが大きい

→ ニュースなど速報性が重要な情報、簡単な調べものの際に便利

→ 辞書・事典など正確性が重要な情報を調べる際に重宝



言葉の意味や人物について調べたり、
特定の情報を調べるために利用する資料

参考図書【reference books】：

辞書・事典、年鑑、図鑑、地図、統計書、白書、索引など。

いろいろな「じてん」

文字または語を集めて一定の順序に従って整理･排列し、その読み方・意義・語源・品詞名・表記
法・用法（例）または熟語などを説明したもの。辞書に同じ。

辞典【dictionary】：

事典【encyclopedia】：事柄を集めてその一つ一つに解説をほどこした書物。ことばの解説のほかに、事物

の起源・由緒・来歴まで加えて解説したものを、内容の説明に便利な順で収めたも

の。

字典【dictionary】： 文字について説明した書物。たとえば漢字を集めて偏や旁（つくり）、画数などに
より一定の順序に並べ、漢字の形状、出来方、由来、読み方、意味、用例などを
解説した書物。

くずし字字典・漢和字典・漢字書き順字典など

百科事典・歴史事典・人名事典など

『図書館用語辞典』（図書館問題研究会編 角川書店 1982）

２ 参考図書で調べる



①大辞典・事典

・『世界大百科事典』 （平凡社 2005）

・『日本大百科全書 』 （小学館 1984-1997）

・『ブリタニカ国際大百科事典』
（フランク・Ｂ．ギブニー編 ブリタニカ 1984）



②地名を調べられる辞典・事典

・『角川日本地名大辞典 11 埼玉県』
（「角川日本地名大辞典」編纂委員会編 角川書店編 角川書店 1988）

・『日本歴史地名大系 11 埼玉県の地名』（東京 平凡社 1993）

・『日本地名語源事典』（吉田茂樹著 新人物往来社 1981）

・『難読地名辞典』（山口恵一郎編 楠原佑介編 東京堂出版 1978）

・『日本歴史地名事典』（吉田茂樹著 新人物往来社 1993）



③文学について調べられる事典（１）

・『紀行・案内記全情報 92/96』
（日外アソシエーツ株式会社編集 日外アソシエーツ 1997）

・『日本の小説全情報』（日外アソシエーツ株式会社編 日外アソシエーツ）

・『作品名から引ける日本文学全集案内』
（日外アソシエーツ株式会社編集 日外アソシエーツ）

・『日本近代文学大事典』（日本近代文学館編 講談社 1978）



③文学について調べられる事典（２）

・『芭蕉ハンドブック』（尾形仂編 三省堂 2002）

・『おくのほそ道探訪事典 『随行日記』で歩く全行程』
（工藤寛正著 東京堂出版 2011）

・『温泉文学事典 和泉事典シリーズ 32』
（浦西和彦編著 和泉書院 2016）

・『古典文学作中人物事典』（西沢正史編 東京堂出版 2003）



練習問題①

辞典・事典で
日光街道に関する情報を検索してみよう

＊それぞれの事典の特徴を楽しもう
＊事典ごとの記述の違いを楽しもう

まずは、「日光街道」「宿場」など大きな項目から。
関心に沿って自由に調べてみてください。



①インターネットで調べた方がよい例

団体や企業の情報：公式ウェブページの情報が有効

催し物などの最新情報

最新の法令情報

鉄道の乗り換え案内・時刻表

テレビ番組の情報

商品、お店等の口コミ情報

電化製品等の取扱説明書

郵便番号

図書館資料の所蔵情報

あいまいな情報の確認 など

・真偽の明確な情報
・状況変化の起こりやすい情報
・個人の感想
・正確性をさほど必要としない情報

３ インターネットで調べる



②インターネット情報を見わけかた
・誤った情報や嘘の情報が紛れている可能性 → 発信者の確認が必須

チェックポイント①・・・ホームページの作成者・管理者は誰？

＊ホームページの作成者の例：個人、企業、大学、官公庁

→ ホームページのドメインから確認できる

ドメインの例
○○○ac.jp（大学など）
○○○co.jp（企業など）
○○○go.jp（政府機関）
○○○lg.jp（地方公共団体）

※個人のホームページ等の場合は、サイト管理者のページやサイト紹介のページを確認



②インターネット情報を見わけかた

チェックポイント②・・・その情報が発信されたのはいつ？

＊手軽に次々と発信されるため、様々な時間の情報が入り混じる

→ ページの掲載日や最終更新日をしっかりチェック

※自分の調査・研究等でインターネット情報を参考にした場合、
その情報の最終確認日を記入！

（例）ウェブサイトの最終アクセス日は○○年××月△△日



③検索エンジン
インターネット上に無数に存在する情報源の中から、求める情報に

たどり着くための検索サイト

ア ヤフー Yahoo ! JAPAN

日本を代表するポータル・検索サイト。
「ウェブ」「画像」「動画」「知恵袋」等目的に応じた検索が可能。
http://www.yahoo.co.jp/

イ グーグル Google

インターネットで情報を検索する際の定番的サイト。
検索結果は、PageRank技術により関連性の高い順に表示。
Googleマップ、Googleニュース、Googleブック検索など話題性の
ある豊富なサービスを展開。
http://www.google.co.jp/

http://www.yahoo.co.jp/
http://www.google.co.jp/


練習問題②

インターネットで「東海道中膝栗毛」で検索してみよう

＊検索キーワードの設定で出会える情報が変わる



単純に「東海道中膝栗毛」で検索すると・・・



1ページ目の最後に「関連する検索キーワード」
「東海道中膝栗毛 ○○○」 → 空白（スペース）は「＆（アンド）」の役割をします



検索のコツ

＆（アンド）検索 ＝ ○○かつ●●
検索語をAND

（スペースや＆でも
可）でつなぐと両方
の語を含むものを
検索します

AA□BB AA＆BB
↑全角スペース



検索のコツ

OR（オア）検索 ＝ ○○も●●も
NOT（ノット）検索（マイナス検索）
＝ ○○から●●を引く

AA□OR□BB AA□-BB



練習問題③

インターネットで「埼玉道中膝栗毛」で検索してみよう

＊フレーズ検索で検索対象を絞り込もう！



「埼玉道中膝栗毛」と単純に入力すると、1万件以上ヒット



検索のコツ

フレーズ検索（完全一致検索）
＝ 「○○○○」という語句のみ

このフレーズで検索したい
（単語の順序が逆転しない。間に他の単語が入らない。）

※こんな時に有効
・外国語の文などを検索する時
・俳句や詩を検索する時
・小説の一文などから小説を探す時



検索結果がたったの192件に！



AA□BB AA＆BB
↑全角スペース

AA□OR□BB

AA□－BB

“AA”

スペース、＆（アンド）で語をつなぐ
「かつ（アンド）」検索

インターネット検索のコツ

「OR（or）」で語をつなぐ
「または（オア）」検索

「”” 」で語をかこむ
完全一致検索

特定の語を含まない検索
「－（マイナス）」検索

そのほか、「filetype:○○（ファイルの指定）」
「site:URL（サイト内検索）」など便利な演算子
（えんざんし）があります。

（AAのうち、BBという 語は含まない
検索）



練習問題③

インターネットで
日光街道に関する情報を検索してみよう

＊ヒットして出てくる様々なウェブサイトを見てみよう
＊それぞれのウェブサイトの作成者等に注目

まずは、「日光街道」「宿場」など大きな項目から。
「栗橋宿」や「幸手宿」、「距離」、「現在」など加えると？
その関心に沿って自由に検索してみてください。



＊Wikipedia（ウィキペディア）について

Wikipedia（ウィキペディア）とは

無料で使うことができるインターネット上のオンライン百科事典。不特定多数
の人たちが、自由に執筆、加筆、修正できる点が特徴である。2001年1月、アメ
リカのジミー・ウェールズJimmy Donal Wales（1966― ）が個人的なプロジェクト
として開始。現在は非営利団体のウィキメディア財団Wikimedia Foundation, Inc.
が運営しており、全世界200以上の言語でプロジェクトが進められている。日本
語版は2001年（平成13）5月から開始され、2010年3月の時点ですでに60万項目
以上の記事が掲載されている。

"ウィキペディア", 日本大百科全書（ニッポニカ）, JapanKnowledge, https://japanknowledge.com , (参照
2018-10-24)

ただし、誰でも編集できてしまう故の弊害も･･･



●インターネット情報のデメリット
(1)匿名の不特定多数が編集するので信頼がおけない
(2)情報が正確でないことがある
(3)公開される前に編集者や査読者などの他人のチェックを受けていない

以上の理由から、Wikipediaを情報の引用元として認めていないケースは
とても多い。
では、Wikipediaは使えない情報源なのか？

○個人での調べ物の場合
→ Wikipediaの注釈、出典、参考文献の項を確認する
→ 信頼できる出典、参考文献の付いている情報
○調査・研究の場合
→ その出典を確認し、自身の参考文献に加えることができる
→ 情報源を探すための情報源として利用できる



４ 調べものに便利なウェブサイト
県立図書館でも便利なリンク集を公開しています。
埼玉県立図書館＞調査・相談＞調査・相談（レファレンス）に役立つリンク集

○調査・研究に役立つリンク集

○埼玉県暮らしに役立つリンク集

https://www.lib.pref.saitama.jp/stplib_doc/refere nce/index.html



・インターネットの情報は玉石混淆
－個人のブログ、ウェブサイトで簡単に情報発信が可能
－誰が、いつ、何の目的で情報を掲載したかが重要
（紙媒体の資料【図書・雑誌・新聞等】も同様）

・知りたい情報によって使い分けできるとGood 

・分からないことはとりあえず検索窓に入れてみる

５ インターネット情報と自己判断について

最終的には自己判断・自己責任が必要



 個人情報はやたらと入力しない・教えない。
 迷惑メール（広告メールや勧誘メール）に返信したり、

URLをクリックしない。ワンクリック詐欺に利用される恐
れがあります。

 利用した覚えのない利用料金の請求メールが届いても
払う必要はない、無視しましょう。

 知らない人から届いたメールの添付ファイル（英文の
件名や本文・添付ファイル）は、ウィルスの可能性があ
るので、むやみに開かない。

 ウィルス対策ソフトを正しく使い、ウィンドウズのアップ
デートをきちんと行いましょう。

６ 情報セキュリティについて



 「子どものためのパソコン・IT用語事典」
（渋井哲也著 内田かずひろマンガ 汐文社 2007）

 「小中学生のためのパソコンらくらく入門教室 Raquppa 3 パソコンで、
インターネットにチャレンジ！」（理論社 2005）

 「小中学生のためのパソコンらくらく入門教室 Raquppa 6 パソコンの、
マナーとルールのはなし！」（理論社 2005）

 「インターネットにおけるルールとマナーこどもばん公式テキスト」
（インターネット協会著 インターネット協会 2012）

 「池上彰さんと学ぶみんなのメディアリテラシー 2 インターネットの便利さ・怖さ」
（池上彰監修 学研教育出版 2015）

 「調べるって楽しい！ インターネットに情報源を探す」
（大串夏身著 青弓社 2013）

 「インターネットで文献探索 2016年版」
（伊藤民雄著 日本図書館協会 2016）

 「辞典・資料がよくわかる事典 読んでおもしろい」
（深谷圭助監修 PHP研究所 2007）

参考資料


